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• 配合飼料価格は、穀物相場の下落や円高などの影
響により徐々に下降。















　1つは、過去10年間の営業利益率が2000年3

月期の4.8%をピークに2006年3月期は1.1%ま

で下がったものの、2007年3月期以降は回復傾

向にあることから、営業利益率5%に到達するマ

イルストーンとして、3%を目標にしました。も

う1つは、日本ハムグループが持つ約4,500億円

（過去10年平均）の投下資本に対して、現在の資

本コストを4%とすると、180億円になります。

これを吸収するための営業利益は300億円が必

要で、売上高1兆円に対してちょうど3%になりま

す。営業利益率3%の目標達成には、日本ハムグ

ループの強みと市場の成長性を二軸にしたポー

















内田　幸次
取締役常務執行役員
加工事業本部長

「ブランド力」と「シェア」の二軸で、
圧倒的な業界トップを目指します。























2カ所に設置し、問題の早期解決を図るとともに、その

情報を分析し、次の行動計画策定に活かしています。

●リスクマネジメント

　グループ全体のリスクを統括的に管理するために、

総務部にリスク管理チームを設置しています。この

チームは、コンプライアンス部や 封
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事業等のリスク

　当社グループの経営成績及び財政状況などに影響を及

ぼす可能性のある主なリスクには以下のようなものがあ

ります。ただし、これらに限られるものではありません。

また、本項においては将来に関する事項も含まれています

が、当該事項はあくまでも当期末現在において判断した

ものです。

1. 
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単位：百万円
単位：千米ドル 
（注記1）

負債及~拜 本 2010 2009 2010

流動負債：

　短期借入金（注記7）
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（16） 収益の認識
　連結会社は、所有権及びリスクの負担が顧客に移転し、顧客が
製品を受領した時に収益を認識しています。また、顧客から回収
し政府へ納付する税金は、連結損益計算書上、売上高から控除し
て表示しています。
（17） 販売促進費
　連結会社は、販売促進費及びリベートについて、会計基準書
605「収益の認識」
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の要求に関する特定の適用上の問題に対処するため、会計基準
書アップデート2010-09を発行しました。このアップデートは、
発行もしくは発行可能な、または改訂する財務諸表に対して直ち
に適用されます。連結会社は、会計基準書アップデート2010-
09を2010年3月

�õ
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　2010年及び2009年3月31日現在ののれんの計上額並びに同日に終了する事業年度におけるのれんの変動額は、連結会社の営業活
動に重要な影響はありません。

5. 無形固定資産

　2010年及び2009年3月

�Â
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稅









67

　2010年、2009
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12. その他の包括利益（損失）
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　2010年及び2009年3月31日現在の金融商品の帳簿価額及び公正価値は以
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　会計基準書815のもとでヘッジ手段として指定されていない金融派生商品が、2010年3月
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　2010年、2009年及び2008年3月31日に終了する各事業年度におけるセグメント利益の合計額と継続事業



78 19. 契約残高及び偶発債務

　連結会社は取引先の借入債務について保証を行っています。2010年3月31日現在、当該保証










